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Slow Food'Japan




楽しく、かつ責任を伴った“世界運動”スローフードを共有していくために

世界の問題意識の共有と、日本の問題の所在を確認し発信準備をしていく一年に

2011.2月
スローフードジャパン会長・副会長就任予定者一同
皆さんすでにご存じのように、スローフード運動は2007年のメキシコ・プエブラ大会を経て、急速に「社会的市民運動」の性格を前面に出すようになってきました。

一つには、2007年夏、米国でサブプライム・ショックが起こり、自由主義経済が過度に行き過ぎると、世界を動かしているシステムそのものが破綻することが、目に見える形で私たちの眼前に明らかになったことが大きいと思われます。
スローフードは、20世紀を「食の工業化」と名づけ、これが暴走することで私たちの生活、地域の文化、幸せが、「スピードと効率化」の旗印のもとに歪められていくであろうことを、1989年の発足以来、基本の問題意識としてきました。

それがついに、目に見えてそうなることが、不幸にも実現してしまったのです。

いまや、それを具体的に修復し、取り戻していくことに世界のスローフードの活動の軸足が移されています。

夢見て、語り合うだけではなく、具体的なアクションを示していくこと。

日本のスローフードも、この世界の動きをきちんと意識し、自ら声をあげていくべきときがいよいよ来ました。
とはいえ、私たちは、私たちなりの速度で、楽しくかつ責任を持ちながら、着実にやっていきましょう。

今年から会長・副会長・監査役等“役員”が一新されますことを機に、以下の行動を提案いたします。
1.　日本のスローフードがやっていくべき“中身”を徹底して話合い、焦点を合わせていきましょう。

　　　いままでの「国内委員会」「理事会」では“組織のあり方”や“予算”の問題ばかりが議題になってきました。

　　　この内容を大きく刷新しましょう。

　　　大事なのは、「私たちは、何のため・誰のためにスローフード運動を行なっているのか」「その目的は何なのか」という問いかけを多くの人と投げ合いながら、進むべき方向と焦点を合わせていくことです。

　　　　　　■日本のスローフードの中身を見出し、共有していく

　　　　　　　

　　　　　　　　■そのために必要な組織体制をさぐる

　　　　　　　　■そのために必要な予算の割り出し

　　　この順番を絶えず念頭に、着実に進んでいくことが求められています。

2.　「スローフードのあつまり」を定期的に開催
　　　そのためには、いま「理事会」の名のもとに開催している各ブロックリーダーの集まりとは別に、参加意欲のある会員や、会員以外の人でも参加費をいただいて参加できるなど「スローフードのあつまり」を定期的に、開催することを提案します。
　　　もちろん、遠方からの参加者に不利にならないように「どこで集まるか」「どのぐらいのサイクルで開催するか」などを理事会で事前協議、決定していきます。

　　　これについても、新しいアイデアを盛り込みたいと思います。

3.　まず基調スピーカーの発表と勉強会、そして意見交換、そのあとで組織と予算の話合いを
この「あつまり」は、スローフードのメンバーの情報交換、勉強、研鑽、そして和を保つことを目的とします。

　　　毎回、ブロックリーダーや、ゲストスピーカーにまず30分くらいずつ話していただく。
　　　　自分のコンビビウムでは、その地元では、どんなことに関心があり、問題意識があり、そのためにどんなことをやっているのか。

　　　　そういう話を、きちんと聴く機会がまったくありませんでした。

　　　　さらに、スローフードに隣接する食、環境問題、農業、流通、技術、国際的動き、健康問題、教育等々の取り組みをされている方を会員内外からお招きしスピーチを聴き、それをもとに話し合う。
　　　それが上記1. の「日本のスローフードの中身」を見定め、焦点を合わせていくことにつながります。
　　　そのあとで、組織や予算のことを確認し合います。

4.　「中身」の焦点を合わせるための実践～支部を横断して取り組める「テーマ」の模索
　　　スローフードの基本は地域であり、コンビビウムが単位です。

　　　しかし、支部間での事例、それを実行できたノウハウや情報がなかなか共有されず、支部間の活発度にもムラがあります。

　　　地域・支部間のつながりを演出するのが、交通整理機関たるスローフードジャパンのひとつの役

　　　目だと思われます。

　　　そこで、上記1.「日本のスローフード」の中身の焦点を合わせながら、日本に固有なテーマを「あつまり」での話合いのなかから模索・設定し、決まったテーマに支部なりに取り組むことで、より情報共有と交換ができやすくなることを演出していきたいと考えます。

　　また、これが積み重なっていくことで各支部のノウハウも蓄積され、日本のスローフードとして、国内的にも、海外にも存在感を示していくことができます。

5.　「テーマ」の具体例
　　　「おコメ」「日本のだし」「発酵食品」「海産物」「日本のお茶」「小麦粉の地域の伝統的な料理法と食べ方」「コーヒー」「豆」「地域の保存食」「お雑煮」などなど……

　　　あまり欲張らずに、2つか3つくらいを、一年のなかで、上記2.の「あつまり」で話し合いながら、３ヶ月か４ヶ月に一度、「○○○の日」を設けます。

その日は全国のコンビビウムが独自のやり方でテーマに取り組む。

　　　あとで、それをまた、「あつまり」や「ウェブ」等で報告し合います。

　　　推進者がいれば、そのための「チーム」や「部会」を設けてもいいかもしれません。

6.　「オステリア・ガイド」、全国レベルでの作成を検討する前に……
　　　「オステリア・ガイド」の完成に至る道筋は容易ではありません。個々の支部にしっかりとしたスローフードの理念が落としこまれ、「オステリア・ガイド」選定に際する基準を設け、その後、
　　　各支部や地域のお店を推薦・確認し合っていく作業が要ります。

　　　しかし、スローフードは、各地域でメンバーの拠点となる「場」を持っているはずです。

それがお店であることも多いでしょう。

まずは、各コンビビウムが拠点、あるいはもっとざっくばらんに愛用している、がやがやと集まりやすい、何かと食べに行きたくなるお店を挙げていただき、ウェブで紹介しあうところからスタートするのはどうでしょうか。
7.　「テッラ・マードレ雲仙」
　　　あらゆる意味において、今年12月に長崎で行なわれる予定の「テッラ・マードレ雲仙」が、今年の日本のスローフードにとって大事な集まりなるであろうことは論を待ちません。
　　　このプロモーションを後方的に仕掛けながら、日本のスローフードの一つの到達点としての成功

　　　が可能となるよう、スローフードジャパンは支援したいと考えます。
